申請書提出期間:　2012年 4月 26日（木）～5月2日(水)　正午     提出先: ITP事務局 <itp_app@asafas.kyoto-u.ac.jp>

若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム（ITP）
「地域研究のためのフィールド活用型現地語教育」
アウトプット・レベル（国際発信力向上）派遣（ヨルダン）
応募申請書（2012年度）
申請者氏名







連絡先(携帯番号）





メールアドレス







所属（　アジア・アフリカ地域研究研究科　/　東南アジア研究所）

身分（助教　/　博士課程　 回生　/　その他（　　　　　　 　 ））
	希望する派遣期間（原則2012年6月15日～2012年10月15日までの期間）：
出発日：　　　　　　　　　　　　　　　　　帰国日：
                                                                          　　   （計2～3ヶ月）

	主指導教員（１名）：


	研究テーマ：

	他からの助成： 無 ・ 有　・　申請中　   *有るor申請中の場合は、助成機関、期間と金額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　万円）



	研究内容：



	研究計画：


	将来、国際会議でセッションを持つとしたら、どのようなテーマ及び内容でオーガナイズしたいですか。できるだけ具体的に書いてください。：　


	研究業績（下記の項目について申請者が中心的な役割を果たしたものがある場合は項目に区分して記載すること。
申請者にアンダーラインを付すこと）
(1) 学術雑誌等（紀要・論文集等も含む）に発表した論文又は著書（査読の有無を区分して記載すること。査読のある場合、印刷済及び採録決定済のものに限り、査読中・投稿中のものは除く）
　①著者（申請者を含む全員の氏名を、論文と同一の順番とする）、題名、掲載誌名、発行所、巻号、pp開始頁－最終頁、発行年をこの順で記入し、著者の所属・職については脚注に記載すること。なお、著者が１０人以上にわたる場合は、主な著者※を数名記入し、それ以外を省略（省略する場合、省略した共著者の員数と全著者の中で申請者が掲載されている順番を○番目と記入）してもよい。
（※著者に指導教員やコレスポンディングオーサー(論文責任著者)が含まれる場合は必ず記載すること。）
②採録決定済のものについては、それを証明できるものを添付すること。
(2) 学術雑誌等又は商業誌における解説、総説
(3) 国際会議における発表（口頭・ポスターの別、査読の有無を区分して記載すること）
　　著者（申請者を含む全員の氏名を、論文等と同一の順番で記載すること）、題名、発表した学会名、論文等の番号、場所、月・年を記載
　　すること。発表者に○印を付すこと。
(4) 国内学会・シンポジウム等における発表
　　　(3)と同様に記載すること。
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